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「勅

撰

名

所

和

歌

抄
」
考

特
に
万
葉
歌
の
五
代
集
歌
枕
と
の
関
係
に
つ
い
て

一

宗
祇
の
門
人
宗
碩
法
師
の
手
に
な
る
勅
撰
名
所
和
歌
抄
は
、
山

ｏ
嶺

・
樹
に

次
第
し
、
日
を
分
ち
、
日
中
の
名
所
を
い
ろ
は
順
に
な
ら
べ
、
勅
撰
集
の
和
歌

を
九
百
余
首
引
い
て
五
巻
二
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
か
に
万
葉
歌
を
お

よ
そ
五
百
九
十
九
首
引
き
、
成
立
は
室
町
時
代
末
な
が
ら
、
万
葉
研
究
史
上
注

目
の
も
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
筆
者
も
そ
の
一
本
を
架
蔵
す
る
を
得
た
の
で

紹
介
か
た
が
た
こ
の
万
葉
歌
の
典
拠
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
本
は
九
州
大
学
本

（細
川
幽
斎
旧
蔵
本
、
大
文
十

一

年
書
写
の
奥
書
あ
り
）
神
宮
文
鷲
本

（三
鞣
駆
実
隆
の
正
本
に
よ
¨
て
永
藤
七

年
書
写
の
奥
書
あ
り
）
宮
内
庁
書
陵
部
本

（永
正
丙
寅
三
条
西
実
隆
の
奥
書
あ

り
）
大
阪
府
立
図
書
館
本

（書
陵
部
本
を
天
文
十

一
年
書
写
せ
る
旨
の
奥
書
あ

り
）
等
が
あ

っ
て
、
別
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
大
阪
府
立
図
書
館

本
は
二
割
程
度
の
落
丁
が
あ
り
、
九
州
大
学
本

。
神
宮
文
庫
本
は
と
も
に
書
写

年
時
が
新
し
く
、
美
濃
紙
の
袋
綴
本
で
あ
る
の
に
、
架
蔵
本
は
奥
書
こ
そ
な
い

が
、
横

一
八

・
三
糎
縦
二
五

。
二
糎
の
大
和
綴
、
用
紙
は
鳥
の
子
薄
様
で
、
上

下

一
冊
本
の
古
風
を
と
ど
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
架
蔵
本
を
底
本
と

し
、
及
ぶ
限
り
他
本
を
も
参
照
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。

渋

谷

虎

雄

田
　
九
州
大
学
本
の
奥
書
に

「
此
勅
撰
名
所
和
歌
為
連
歌
用
意
宗
碩
法
師
抄

出
之
」
と
あ
り
、
書
陵
部
蔵
の

一
本
三
条
西
実
隆
の
奥
書
あ
る
本
も
宗
碩

と
あ
る
。

図
　
書
陵
部
本
は
小
林
盛
徳
氏
の
好
意
で
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
が

「
勅
撰

名
所
和
歌
抄
出
上
」
と
な

っ
て
居
り
、
室
町
写
の
山
。
私
は
未
見
な
の
で

こ
れ
に
と
ど
め
る
。

二

ま
ず
万
葉
歌
の
典
拠
に
つ
き
気
付
く
こ
と
は
、書
名
の
「勅
撰
名
所
和
歌
抄
」

で
、
勅
撰
集
か
ら
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
０
そ
こ
で
各
勅
撰
集
中

の
万
葉
歌
を
調
べ
、
う
ち
勅
撰
名
所
和
歌
抄
と
共
通
の
も
の
を
数
え
て
み
た
。

そ
れ
が
次
の
表
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
勅
撰
名
所
和
歌
抄
の
万
葉
歌
五
百
九
十
九
首
、
う
ち
勅
撰
集
に
み

え
る
も
の
百
三
十
二
首
で
、
わ
ず
か
に
そ
の
五
分
の
一
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

ま
た
、
こ
の
百
三
十
二
首
に
つ
き
、
訓
の
異
同
を
み
る
と
、
大
体
次
の
通
り

と
な
る
。

（う
ち
に
と
は
、
に
と
の
、
う
と
む
、
ほ
と
を
、
な
と
も
、
の
と
や

し
と
く
、
の
と
は
、
を
と
お
等
は
同
訓
と
し
て
扱
つ
た
。）

異

訓

歌

数

同

訓

歌

数

通
万
葉
歌
数

名
所
抄
と
共
獣
こ
れ
も
、
新
古
今
と
続
後
撰
と
を
除
き
、
か
な
り
の
相
異
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
が
、
さ
ら
に
こ
の
な
か
に
は
、
次
の
よ
う
に
名
所
抄

（勅
撰
名
所
和
歌
抄
を

以
下
こ
の
略
称
で
記
す
）
中
、
歌
の
肩
書
に
そ
の
勅
撰
集
名
を
記
し
て
い
て
も

異
訓
の
も
の
が
あ
る
。

万
葉
叉
拾
遺

わ
き
も
こ
が
…
…
（名
所
抄
）
―
↓
を
と
め
子
が
（拾
遺
集
）

や
む
こ
と
も
な
く
…
…
（名
所
抄
）
―
↓
や
む
と
き
も
な
く
…
…
（新
勅
撰
集
）

〓は
櫂
ぽ
我
こ
ゆ
　
　
（名
所
抄
）
―
↓
け
ふ
見
つ
る
か
な

（続
古
今
集
）
ほ
か

三
例
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
万
葉
歌
の
典
拠
は
勅
撰
集
と
は
考
え
難

い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
い
ま

一
つ
思
い
付
く
、
書
中
引
用
の
書
目
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の

五
種
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一　
八
雲
御
抄
。
上
巻
十

一
ケ
所
、
下
巻
三
ケ
所
に
引
用
。

一
一　
範
兼
卿
五
代
集
歌
枕
。
上
巻
五
ケ
所
、
下
巻

一
ケ
所
に
引
用
。

〓
一　
範
兼
抄

（範
兼
説
と
も
）。
上
巻
四
ケ
所
に
引
用
。

四
　
清
輔
卿
抄
。
上
巻
三
ケ
所
に
引
用
。

五
　
そ
の
他

（俊
頼
抄
、
清
輔
集
）

一
ケ
所
程
度
。

こ
の
内
、
二
と
三
は
同

一
の
本
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
、
結
局
、
八
雲
御
抄
、
範

兼
の
五
代
集
歌
枕
、
清
輔
抄
が
注
目
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
八
雲
御
抄
は
万
葉
歌
が
わ
ず
か
に
七
十
六
首
で
、
と
く
に
巻
五

名
所
部
は
名
所
の
地
名
の
み
で
歌
が
な
い
し
、
ま
た
清
輔
抄
は
、
現
存
奥
義
抄

の
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
万
葉
歌
こ
そ
百
十

一
首
あ
る
が
、
下
巻
二
十
五

「出

万
葉
集
所
名
」
の
項
に
は
、
こ
れ
ま
た
地
名
だ
け
で
歌
が
な
く
、
と
も
に
歌
に

関
す
る
か
ぎ
り
名
所
抄
の
拠
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

す
る
と
残
る
の
は
五
代
集
歌
枕
だ
け
と
な
る
。
次
に
こ
れ
を
調

べ
て
み
よ

田
　
ほ
か
に
清
輔
の
も
の
と
い
わ
れ
る
和
歌

一
字
抄
が
あ
る
が
、
類
別
の
方

法
が
異
る
し
、
現
存
本
に
は
信
を
置
き
が
た
い
所
も
あ
る
の
で
、
取
扱
わ

ぬ
。

三

は
じ
め
に
五
代
集
歌
枕
の
本
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
す
で
に
佐
々
木
信
綱
博

士
が
紹
介
さ
れ
た
通
り
、
こ
れ
は
藤
原
範
兼
の
著
で
、
内
容
は

「海
以
下
橋
に

至
る
地
文
の
目
録
三
十
三
条
を
挙
げ
、
本
文
は
そ
の
地
文
の
目
の
中
に
地
名
を

挙
げ
、
そ
の
地
名
を
詠
め
る
歌
を
い
は
ゆ
る
五
代
集
か
ら
抄
出
し
て
ゐ
る
」
も

の
で
、
現
在
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
は
、
奥
書
に
よ
る

と

「順
徳
院
御
本
等
を
以
て
書
写
し
た
本
の
伝
写
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
綴
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■

葉
本
下
巻

一
帖
の
零
本
で
、
上
巻
は
伏
し
て
伝
わ
ら
な
い
。

（
そ
上
で
こ
こ
で
は
、
こ
の
下
巻
を
特
に
天
理
図
書
館
の
お
許
し
を
得
て
写
真

に
と
り
、
そ
れ
を
底
本
と
し
て
使
つ
た
。
な
お
、
万
葉
歌
は
こ
の
下
巻
の
み
で

も
五
百
八
十

一
首

（内
二
百
七
十
首
が
名
所
抄
と
共
通
）
で
、
す
で
に
形
態

。

内
容

。
万
葉
歌
数
と
、
両
者
の
緊
密
な
関
係
が
予
見
さ
れ
る
が
、
は
た
し
て
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
五
代
集
歌
枕
の
地
文
の
目
の
十
七
海
か
ら
四
十
九
橋
ま
で
三
十
三
条
を

名
所
抄
と
比
較
し
て
み
る
と
、
順
序
こ
そ
ち
が
え
す
べ
て
名
所
抄
に
見
え
て
い

る
が
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
の
歌
と
地
名
と
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
類
別
出
来

Ｚり
。④
　
五
代
集
と
名
所
抄
と
、
地
名

・
歌
と
も
に
共
通

一
致
し
て
い
る
も
の
、

地
名
百
九
十
五
、
歌
二
百

一
首
。　
　
　
　
　
　
´́

③
　
五
代
集
と
名
所
抄
と
、
地
名
は
共
通
で
も
、
歌
に
多
少
の
出
入
が
あ
る

も
（∝
、
地
名
百
三
十
、
歌
は
共
通
百
七
十
九
首
、
五
代
集
の
み
三
百
六
十

一
首

名
所
抄
の
み
百
十
四
首
。

◎
　
五
代
集
と
名
所
抄
と
、
地
名
は
共
通
で
も
、
歌
は
ま
つ
た
く
別
別
の
も

循
）
地
名
四
十
四
、
歌
は
五
代
集
は
百
五
十
首
、
名
所
抄
は
八
十
三
首
。

◎
　
五
代
集

。
名
所
抄
の
地
名
、
歌
と
も
に
別
別
の
も
（に
。
地
名
は
五
代
集

百

一
、
名
所
抄
三
百
二
十
二
、
歌
は
前
者
百
十
三
首
、
後
者
三
百
八
十
六
首
。

い
ま
、
こ
れ
を
表
示
す
る
と
、
ま
ず
地
名
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
と
な
る
。

（但
し
、
五
代
集

「十
九
浦
」
の

「ま
の
ヽ
浦
」
は
、
歌
は

一
首
の
み
で
次
は

別
帖
で

「す
ま
の
浦
」
の
歌
七
首
が
続
い
て
い
る
。
名
所
抄
は
「真
野
浦
」
「須

磨
浦
」
と
二
地
名
で
そ
れ
ぞ
れ
歌
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
理
本
五
代
集
の
脱
漏
と

思
え
る
が
、
そ
の
ま
ま
に
扱
つ
た
。
ほ
か
に
地
名
の
異
同
の
、
例
え
ば
、
な
こ

の
浦
↓
那
古
浦

・
奈
呉
浦
、
み
た
ら
し
河
↓
三
河
な
ど
が
あ
る
が
、
同

一
地
名

と
し
て
扱
つ
た
。）

〔澪
〓
〕

Ｈ
弁
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さ
て
、
こ
の
表
で
気
付
く
こ
と
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

田
　
地
名
総
数
は
五
代
集
よ
り
も
名
所
抄
の
方
が
二
首
二
十
ほ
ど
多
い
こ
と

②
　
五
代
集
の
地
名
の
ほ
と
ん
ど

（七
九
％
）
が
名
所
抄
に
み
え
、
そ
の
五

十
三
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

０
　
地
名

・
歌
と
も
に
共
通

一
致
の
④
は
、
五
代
集
の
半
数
近
く
（四
二
％
）

が
名
所
抄
に
あ
り
、
そ
の
二
十
七
％
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
。

０
　
個
個
の
地
名
で
は
、
次
の
よ
う
に
五
代
集
全
目
の
約
半
数
の
十
五
条
に

わ
た
つ
て
、
五
代
集
そ
の
ま
ま
が
名
所
抄
に
も
み
え
て
い
る
こ
と
。

０
　
地
名

・
歌
と
も
に
共
通

一
致
の
目
―
瀬
、
淵
、
湊
、
泊
、
温
泉
、
市
。

†口＞
　
名
所
抄
の
方
が
少
し
地
名
数
が
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
五
代
集
そ
の
ま
ま

が
名
所
抄
に
み
え
る
日
―
岸
、
水
、
都
、
宮
、
池
。
．

い
　
い
ず
れ
に
せ
よ
五
代
集
の
地
名
す
べ
て
が
、
名
所
抄
に
み
え
る
日
―
滝

淀
、
井
、
関
。

国
　
五
代
集
に
あ
つ
て
、
ま
つ
た
く
名
所
抄
に
な
い
日

「
石
Ｌ
道
」
の
あ
る

こ
と
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
名
所
抄
が
五
代
集
に
拠
つ
た
と

は
、
急
に
は
き
め
が
た
い
と
し
て
も
、
と
も
か
く
０
〇
四
な
ど
、
何
と
し
て
も

両
者
の
関
係
の
並
並
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
充
分
推
察
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

た
ゞ
国
が
問
題
と
な
る
が
、　
こ
れ
は
名
所
と
す
る
の
に

「石
」
「道
」
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
と
し
た
も
の
か
。
事
実
、
五
代
集

「石
」
の
地
名
は

「
し
つ
く

い
し
」
一
つ
で

「
し
つ
く
い
し
を
は
た
ま
と
わ
み
か
る
」
（四

一
九
九
）
の
万
葉

歌
が
あ
り
、
ま
た

「道
」
で
は

「お
ほ
の
ち
」
「さ
ほ
ち
」
ほ
か
八
つ
を
あ
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
歌
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
名
所
と
す
る
に
は
不
適
当
で
あ
る
。
ま

た
八
雲
御
抄
に
も
こ
の

「
石
」
「道
」
は
な
い
。
す
る
と
、　
名
所
抄
が
五
代
集

を
撰
抄
し
た
こ
と
と
も
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
い
ま
急
に
は
き
め
難
い
の
で

一

応
こ
の
ま
ま
に
置
く
。

田
　
佐
々
木
信
綱
著

「
国
文
学
の
文
献
学
的
研
究
」

一
五
〇
ペ
ー
ジ
ー

一
五

一
ペ
ー
ジ
。
同

「竹
柏
園
蔵
書
志
」
二
五
四
頁
。

０
　
仝
右
。

０
　
佐
々
木
信
綱
著

「
国
文
秘
籍
解
説
」

一
〇
七
ベ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
水
戸

彰
考
館
に
こ
の
上
巻
が
現
存
の
由
で
あ
る
が
、
そ
の
後
同
館
福
田
耕
二
郎

氏
か
ら
の
御
葉
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
度
の
戦
災
で
焼
失
の
由
。
な
お

「和

歌
手
習
」
に
も
五
代
集
歌
枕
目
録
が
あ
り
、
承
も
大
阪
大
学
の
田
中
裕
氏

の
御
好
意
で
借
覧
し
た
が
、
日
と
地
名
だ
け
で
歌
は
な
い
。

四
　
こ
の
写
真
を
と
る
に
つ
い
て
は
、
天
理
大
学
の
高
橋
助
教
授

。
高
橋
史

郎
講
師
と
、
大
阪
学
芸
大
学
の
赤
塚
議
師
と
の
お
世
話
に
よ
る
。
記
し
て

謝
意
を
表
す
。

同
　
た
と
え
ば
、
五
代
集

「
な
に
は
の
う
み
」
に
は
歌
が
二
首

（老
麿
と
家

持
と
）
あ
る
が
、
名
所
抄
は
歌

一
首

（家
持
）
し
か
な
い
。

０
　
た
と
え
ば
、
同
じ
Ｌ
み
つ
の
江
」
に
、
五
代
集
は

「
あ
け
て
た
に
な
に

か
は
み
む
み
つ
の
江
の
」
の
読
人
不
知
の
歌
が
あ
る
が
、
名
所
抄
は

「
あ

し
鴨
の
さ
は
く
入
江
の
水
の
江
の
」
の
新
古
今
集
の
歌
が
あ
る
。

０
　
た
と
え
ば
、
十
七
海
で
は
、
五
代
集
だ
け
で
名
所
抄
に
な
い
も

の
は

「く
ろ
う
し
の
う
み
」
「く
ひ
の
う
み
」
Ｆ
」
が
た
の
う
み
」、
逆
に
名
所
抄



だ
け
で
五
代
集
に
な
い
も
の
は
、
「生
田
海
」
「
湖
海
」
は
か
十
地
名

（歌

十

一
首
）
な
ど
。四

次
に
、
歌
に
つ
い
て
み
よ
う
。
さ
き
の
地
名
の
表
と
同
様
に
、
④
③
◎
◎
の

類
別
に
従
つ
て
、
各
目
ご
と
に
こ
れ
を
表
示
す
る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

（但
し
、
表
中
の
△
印
は
、
た
と
え
ば
五
代
集
の

「海
」
に
見
え
る
歌
が
、
名

所
抄
で
は

「海
」
以
外
の
他
の
目
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
洋

数
字
は
そ
の
歌
数
で
あ
る
。
ま
た
備
考
欄
の
目
名
は
、
名
所
抄
の
所
在
日
で
あ

る
。）
〔漑
「
〕

日
弁
沿

・
゛
珊
さ
０
翼
督
卜
薄
滸
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こ
の
表
で
み
る
と
、
ま
ず
総
数
か
ら
は
、
五
代
集
名
所
抄

一
致
の
歌
は
三
百
八

十
首
で
名
所
抄
の
四
〇
％
と
な
り
、
さ
し
て
両
者
の
関
係
は
密
接
と
は
云
い
難

い
。
所
が
、
さ
ら
に
両
者
何
ほ
ど
か
の
関
係
を
持
つ
④
③
◎
に
つ
い
て
み
る
と

名
所
抄
五
百
七
十
七
首

（三
八
〇
十
一
九
七
）
中
三
百
八
十
首

（比
率
六
十
六

％
）
が
五
代
集
の
歌
と
一
致
し
て
居
る
こ
と
と
な
り
、
か
な
り
高
率
と
な
つ
て

く
る
。
そ
こ
で
、
日
別
に
両
者
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果

が
得
ら
れ
る
。

０
　
五
代
集
の
歌
が
す
べ
て
そ
の
ま
ま
名
所
抄
に
み
え
て
一
致
す
る
も
の
。

瀬
、
淵
、
湊
、
温
泉
、
市
。

右
に
は
と
ん
ど
近
く
、
こ
れ
に
準
じ
て
み
ら
れ
る
も
の
。
河
原
、
郡
、

五
代
集
の
六
十
六
％
以
上
が
そ
の
ま
ま
名
所
抄
に
み
え
る
も
の
。
池
、

水
。右

に
ほ
と
ん
ど
近
く
、　
こ
れ
に
準
じ
て
み
て
よ
い
も

の
。
沼
、
浜
、

五
代
集

。
名
所
抄
の
歌
の
一
致

・
不

一
致
ほ
ぼ
半
半
で
あ
る
も
の
。
海

滝
、
嶋
、
崎
、
井
、
里
、
都
、
宮
、
岸
。

Ш
　
五
代
集
の
歌
の
三
十
三
％
以
下
し
か
名
所
抄
に
み
え
な
い
も
の
。
江
、

河
、
潟
、
津
、
関
、
橋
、
磯
。

圏
　
五
代
集

。
名
所
抄
全
く
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
ゞ
の
。
石
、
道
。

す
な
わ
ち
、
地
名
の
場
合
の
と
ほ
ぼ
同
様
な
結
果
と
な
る
。

さ
て
、
こ
れ
を
さ
き
の
地
名
の
考
察
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、

工
　
地
名
も
歌
も
両
者
そ
つ
く
り
同
じ
で
、
五
代
集
が
そ
の
ま
ま
名
所
抄
に

入
つ
た
と
も
疑
え
る
も
の
、
五
。
（地
名
考
察
の
四
の
０
と
、
歌
の
考
察
０
と

併
考
）
瀬
、
淵
、
湊
、
温
泉
、
市
。

Ⅱ
　
地
名

・
歌
と
も
に
、
五
代
集
の
ほ
と
ん
ど
が
名
所
抄
に
み
え
、
両
者
何

ほ
ど
か
の
所
拠
の
関
係
が
推
定
出
来
る
も
の
、
七
。
（地
名
考
察
四
の
０
国
内

と
、
歌
の
考
察
０
０
０
ｍ
と
併
考
）
泊
、
池
、
水
、
都
、
宮
、
滝
、
井
。

Ⅲ
　
地
名

・
歌
と
も
に
両
者
関
係
が
深
く
、右
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
る
も
の
、

七
。
河
原
、
郡
、
村
、
沼
、
浜
、
渡
、
岸
。

Ⅳ
　
右
ほ
ど
で
は
な
い
と
し
て
も
、
と
も
か
く
か
な
り
の
関
係
が
両
者
の
間

に
認
め
ら
れ
る
も
の
、
十
二
。
海
、
浦
、
嶋
、
崎
、
里
。
江
、
河
、
潟
、
磯
、

津
、
関
、
橋
。

Ｖ
　
地
名

・
歌
と
も
に
、
全
く
両
者
の
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
、
三
。

劃
引
築
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石
、
道
、
淀
。

・と
な
る
。

す
な
わ
ち
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
さ
き
の
考
察
の
、
五
代
集

。
名
所
抄
両
者

の
並
並
な
ら
ぬ
関
係
は
、
更
に
一
歩
お
し
進
め
ら
れ
て
、
Ｖ
の
三
日
を
の
ぞ
く

実
に
三
十
日
の
多
き
に
わ
た
り
、
五
代
集

。
名
所
抄
の
密
接
な
関
係
が
認
め
ら

れ
、
更
に
こ
の
内
Ｉ
か
ら
Ⅲ
ま
で
の
十
九
日
、
お
よ
そ
半
数
以
上
は
、
両
者
所

拠
被
所
拠
の
関
係
ま
で
も
想
像
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
ま
た
言
う

な
ら
、
こ
の
関
係
は
、
特
殊
な
地
名
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
こ
れ
に
拠
り
、
他

の

「海
」
「浦
」
「河
」
な
ど
周
知
の
も
の
は
、
当
時
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
の
本

が
あ
つ
た
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
あ
れ
こ
れ
と
つ
て
自
由
に
増
補
も
し
た
か
、
ま

た

「石
」
「道
」
の
よ
う
な
名
所
と
考
え
難
い
も
の
は
こ
れ
を
捨

て
る
な
ど
、

そ
の
拠
り
方
も
い
ろ
い
ろ
の
態
度
の
相
違
が
あ
つ
た
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
想
像
の
域
を
出
な
い
。
よ
つ
て
更
に
こ
れ
を
内

容
に
立
入
つ
て
具
体
的
に
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
論
を
は
こ
ぶ
便
宜
上
そ
の
特
長
的
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

０
　
既
述
の
よ
う
に
、
名
所
抄
中
五
代
集
の
文
献
名
を
引
証
し
た
場
所
が
十

ケ
所
あ
る
が
、
内

「山
」
の
日
中
の
五
ケ
所
を
除
に
す
べ
て

（
ひ
の
く
ま
河
、

か
つ
ま
た
の
池
、
た
け
し
ま
、
う
る
ま
の
渡
、
つ
し
ま
の
渡
）
が
、
い
か
に
も

五
代
集
に
、
こ
の
名
所
抄
の
し
め
す
同

一
場
所
に
同

一
の
歌
で

（そ
れ
ぞ
れ
、

万
葉
三
〇
九
七
、
同
三
八
三
五
、
同

一
二
三
八
、
後
撰
九

「あ
つ
ま
ち
に
」
、

万
葉
六
一
し

見
え
て
い
る
こ
と
。

⑤
　
歌
の
配
列
順
序
ま
で
も
、
五
代
集
、
名
所
抄
全
く
同

一
の
も
の
が
、
次

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
。

「
む
こ
の
海
」
の
三
六
〇
九

・
三
八
九
五
の
万
葉
歌
二
首
、

「
お
ほ
井
河
」

の
古
今
八
・
同
十

一
。
後
撰
五
の
三
首
、
「
か
も
河
」
の
後
撰
四
ｏ
同
十
七

・

十
九
の
三
首
、
「
つ
は
市
」
の
三
二
三
・
三

一
〇

一
ｏ
二
九
五

一
の
万
葉
歌
三

首
、
の
各
順
序
な
ど
。

③
　
五
代
集

。
名
所
抄
共
通

一
致
歌
に
は
、
次
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
類
型

が
み
ら
れ
る
こ
と
。

０
　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
部
分
的
に
共
通

一
致
し
て
い
る
も
の

（だ
と
え
ば
五
代

集
の

「
よ
し
の
川
」
二
十
五
首
中
、
下
記
傍
線
の
歌
数
が
名
所
抄
に
共
通

一

致
し
て
い
る
。
二
・
コ

。
四

・
ョ

・
三

。
「

。
一
。
「

・
八
。）。
「
よ
し
の

川
」
「あ
す
か
川
」
な
ど
例
多
し
。

同
　
地
名
の
す
ぐ
次
に
掲
げ
た

一
首
の
み
が
名
所
抄
と
共
通

一
致
し
て
い
る

も
の
。
「あ
ご
の
う
み
」
「
い
く
た
の
う
み
」
「
み
く
ま
の
ゝ
浦
」
ほ
か
九
つ
。

な
お
、
初
め
二
、
三
首
の
み
の
共
通
の

「な
た
か
の
浦
」
「な
つ
み
の
川
」

な
ど
も
あ
る
。

い
　
右
と
逆
の
最
後
の
一
首
の
み
が
共
通

一
致
し
て
い
る
も
の
。
「ま
り
ふ

の
浦
」
「あ
な
し
か
は
」
「
い
さ
や
か
は
」
な
ど
。

③
　
五
代
集
の
誤
り

（？
）
が
名
所
抄
で
訂
正
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
が

あ
る
こ
と
。

た
と
え
ば
、
五
代
集
は

「く
さ
か
の
う
ら
」
の
例
歌
と
し
て

「
あ
し
き
た
の

の
さ
か
の
う
ら
に
ふ
な
て
し
て
み
し
ま
に
ゆ
か
む
な
み
た
つ
な
ゆ
め
」
（万

葉
の
二
四
六
）
を
掲
げ
て
い
る
が
、
名
所
抄
は
こ
れ
を

「野
坂
浦
」
の
地
名

の
所
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
類
は
他
に
三
例
あ
る
。

ま
た
、
語
句
を
訂
正
し
た
か
と
思
え
る
も
の
も
あ
る
こ
と
。

五
代
集

「
と
を
ひ
つ
と
」
∩
か
り
ち
の
地
」
の
条
）
が
、
名
所
抄
で
は

「
と
を

つ
ひ
と
」
と
な
る
。
こ
の
類
他
に
二
例
。
但
し
、
逆
に
五
代
集
の

「
あ
さ
け



の
し
ほ
に
」
令
あ
こ
の
う
み
」
の
条
）
を
名
所
抄
は

「
あ
さ
け
の
霜
に
」
と
誤

っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
類
他
に
四
例
。

（歌
の
出
典
を
示
す
肩
書
に
つ
い
て
は
、
両
書
と
も
誤
り
が
ま
ま
見
受
け
ら

れ
る
が
、
略
す
。）

０
　
他
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
み
ら
れ
る
こ
と
。

０
　
地
名
は
五
代
集

。
名
所
抄
共
通
し
て
い
て
も
、
例
歌
は
全
く
無
関
係
の

も
の
。

た
と
え
ば
、
「
な
み
た
か
は
」
な
ど
、
五
代
集

で
は
例
歌
三
十
八
首
を
掲
げ

て
い
る
が
、
名
所
抄
は
一
切
こ
れ
ら
に
関
係
な
く
、
別
に
金
葉
の
歌

一
首
を

掲
げ
て
い
る
。
但
し
こ
の
例
は
他
に
な
い
。

０
　
同

一
の
歌
が
、
五
代
集
と
名
所
抄
と
相
異
す
る
地
名
の
例
歌
と
な
つ
て

い
る
も
の
。

た
と
え
ば
、
五
代
集

「
あ
し
り
の
浦
」
の
例
歌

一
首

（万
葉

一
七
三
四
番
）

が
、
名
所
抄
で
は

「
塩
津
浦
」
に
見
え
、
五
代
集

「
の
こ
の
浦
」
の
一
首
が

名
所
抄
で
は

「韓
泊
」
に
み
え
る
。
こ
の
類
他
に
二
例
。

い
　
五
代
集

。
名
所
抄
全
く
関
係
の
な
い
、
「
石
」
「道
」
に
関
す
る
全
地
名

及
び

「た
る
ひ
め
の
浦
」
ほ
か
百
の
地
名
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
か
ら
推
考
さ
れ
る
こ
と
は
、
０
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も

さ
き
の
想
像
の
、
名
所
抄
か
五
代
集
と
所
拠
被
所
拠
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
更
に
明
確
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
０
０
な
ど
、
ま
さ
し
く
そ

れ
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、
０
は
こ
れ
に
拠
つ
て
抄
出
す
る
所
に
生
じ
た
現
象
と

云
え
る
し
、
０
は
な
お
さ
ら
両
者
無
縁
で
は
あ
り
得
ま
い
。
た
だ
０
が

一
応
こ

の
推
考
を
は
ば
む
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
と
て
も
、
名
所
抄
が
い
ち
い

ち
の
地
名
に
所
属
国
名
を
つ
け
て
い
る
の
に
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
０
い
な
ど
、

一
つ
は
地
名
と
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
他
は
所
在
不
明
の
地
名
で
あ
る
か
ら
で

む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
０
も
、
た
と
え
ば
「あ
し
り
の
浦
」

の
一
首

（他
に
例
も
あ
る
が
略
す
）

た
か
し
ま
の
あ
し
り
の
う
ら
を
こ
き
す
き
て
し
は
つ
す
か
浦
い
ま
か
こ
く
ら

ん

（
一
七
三
四
）

が
、
名
所
抄
で

「塩
津
浦
」
に
入
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
こ
の
両
方
の
地
名

が
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
む
し
ろ
自
然
と
も
み
ら
れ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
地
名
、
和
歌
、
さ
ら
に
内
容
と
、
ど
の
面
か
ら
考
え
て

み
て
も
、
五
代
集

。
名
所
抄
両
者
の
関
係
は
ま
こ
と
に
密
接
で
、
恐
ら
く
名
所

抄
は
五
代
集
に
拠
つ
て
そ
の
か
な
り
の
部
分
を
構
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

田
　
こ
の

「
山
」
の
目
中
五
ケ
所
が
五
代
集
に
な
い
の
は
、
五
代
集
歌
枕
最

要
略

・
和
歌
手
習
等
に
よ
る
と
、
欠
本
五
代
集
上
巻
中
の
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
な
お
詳
細
は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。

五

で
は
、
い
よ
い
よ
本
題
に
入
つ
て
、
こ
れ
を
万
葉
歌
に
つ
い
て
た
し
か
め
て

み
よ
う
。

初
め
に
、
五
代
集
と
名
所
抄
の
万
葉
歌
の
目
別
総
数
を
、
さ
き
の
類
別
に
従

つ
て
比
較
表
示
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

（内
△
印
は
、
五
代
集
中
の

は
同
じ
歌
が
五
代
集

。
名
所
抄
で
地
名
を
異
に
し
て
入
つ
て
い
る
場
合
の
数
、

ま
た
名
所
抄
中
の
は
、
他
の
地
名
に
も
重
出
し
て
い
る
歌
の
数
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
横
の
総
歌
数
の
内
訳
を
な
す
。
ま
た
長
歌
の
一
部
を
引
く
も
の
も

一
首
に

数
え
た
。）
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こ
の
表
で
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
名
所
抄
の
万
葉
歌
三
百
五
十
三
首
中

実
に
七
十
六
％
を
占
め
る
二
百
七
十
首
が
、
そ
の
ま
ま
五
代
集
の
万
葉
歌
と
共

通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
更
に
各
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
実
が

指
摘
さ
れ
る
。

０
　
五
代
集
と
名
所
抄
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
、
五
。
瀬
、
淵
、
湊
、
温

泉
、
関
。

の
　
完
全

一
致
と
ま
で
は
い
か
ぬ
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
に
近
い
も
の
、
二
十

一
。ｍ

　
名
所
抄
の
万
葉
歌
す
べ
て
が
五
代
集
に
み
え
て
い
る
も
の
。
滝
、
池
、

沼
、
村
。

同
　
名
所
抄
の
万
葉
歌
が

一
首
内
外
多
い
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
五
代

集
に
み
え
て
い
る
も
の
。
河
原
、
浜
、
潟
、
岸
、
津
、
井
、
里
。

い
　
名
所
抄
の
万
葉
歌
が
五
代
集
よ
り
数
首
多
い
が
、
五
代
集
の
ほ
と
ん
ど

が
そ
の
な
か
に
み
え
て
い
る
も
の
。
泊
、
水
、
市
、
橋
。
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０
　
名
所
抄
の
万
葉
歌
の
少
く
も
七
十
％
以
上
が
五
代
集

に
も
み
え
る
も

の
。
海
、
江
、
河
、
嶋
、
崎
、
都
。

い
一　
な
お
、
残
り
数
日
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

０

　
「浦
」
は
名
所
抄
の
六
十
八
％
が
五
代
集
と
共
通
す
る
。

同
　
「磯
」
「渡
」
は
、
名
所
抄
の
五
十
％
が
五
代
集
と
共
通
す
る
。
但
し
と

も
に
数
首
に
す
ぎ
な
い
。

い

　

「宮
」
は
名
所
抄
の
四
十
五
％
が
五
代
集
と
共
通
す
る
。

同
　
ま
た

「淀
」

「郡
」
は
五
代
集
に
万
葉
歌
が
な
く
、
「
石
」

「道
」
は
名

所
抄
に
こ
の
地
名
が
な
く
、
と
も
に
本
考
察
の
対
象
と
な
ら
ぬ
こ
と
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
歌
数
に
し
て
名
所
抄
の
七
十
六
％
、

項
目
に
し
て
二
十
六

（何
を
除
け
ば
五
代
集
全
日
の
九
十
％
）
が
共
通
し
、
同

じ
く
万
葉
歌
に
つ
い
て
も
、
両
者
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
が
、
そ
れ

ば
か
り
か
、
０
及
び
り
の
０
０
い
が
物
語
る
よ
う
に
、
内
二
十
日
に
も
わ
た
つ

て
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に
近
い
ま
で
、
両
者
の
万
葉
歌
が
共
通

一
致
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
も
は
や
こ
こ
に
至
つ
て
は
、
さ
き
の
考
察
の
誤
り
な
い
こ
と
を
証

し
得
る
の
み
か
、
万
葉
歌
こ
そ
、
名
所
抄
は
五
代
集
を
参
照
し
、
五
代
集
に
拠

つ
て
掲
げ
て
い
る
と
も
云
え
る
こ
と
で
あ
る
。

で
は
い
ま

一
つ
立
入
つ
て
、
五
代
集

。
名
所
抄
の
共
通
万
葉
歌

（
Ｖ
表
の
①

に
属
す
る
も
の
）
二
百
七
十
首
に
つ
い
て
、
両
者
の
訓
の
異
同
を
調
べ
て
み
よ

う
。
次
表
が
そ
れ
で
あ
る
。　
↑
」
の
内
、
小
異
と
は

一
字
の
異
同
、
異
訓
と
は

二
字
以
上
の
異
同
あ
る
も
の
を
い
う
。
従
つ
て
小
異
中
に
は
、
ど
ち
ら
か
の
写

誤

・
見
誤
り
等
の
た
め
で
、
同
訓
と
み
て
よ
い
も
の
も
あ
ろ
う
が
、　
一
応
そ
の

ま
ま
に
扱
つ
た
。
ま
た
、　
一
首
中
第
三

。
四
句
ま
で
所
載
の
も
の
も

一
首
と
し

て
数
え
た
。
な
お
、
共
通
歌
の
な
い
日
は
略
す
。）
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ι

す
な
わ
ち
、
合
否
の
比
率
は
、
全
く
同
訓
が
総
数
二
百
七
十
首
中
百
二
十
三
首

で
、
お
よ
そ
半
数
を
占
め
、
そ
れ
も

一
字
違
い
の
小
異
を
含
め
る
と
更
に
ふ
え

て
実
に
百
九
十
二
首
、
総
数
の
七
十

一
％
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
他
に
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
高
率
で
、
も
は
や
こ
れ
だ
け
で
も
両
者
所
拠
被
所
拠
の
関
係
は
動
か
せ

ぬ
も
の
と
な
る
が
、
念
の
た
め
、
残
る
異
訓
の
も
の
に
つ
い
て
一
応
当
つ
て
み

よ
う
。

ま
ず
こ
の
小
異
は
次
の
よ
う
に
、
①
そ
の
一
字
が
五
代
集
に
あ
つ
て
名
所
抄

に
な
い
場
合
、
②
こ
の
逆
の
も
の
、
③
普
通
の
異
同
、
２
二
類
に
分
け
ら
れ

スつ
。①
に
属
す
る
も
の
。
う
み
り
、
な
口
こ
そ
、
よ
と
瑚
と
も
、
い
の
ち
日
、
ま

な
目
に
し
、
さ
ち
日
あ
れ
と
、
い
て
「
ｏ

（傍
線
の
字
が
名
所
抄
に
な
い
も

の
）
②
に
属
す
る
も
の
。
よ
し
日
も
、
わ
れ
′、‐
よ
そ
に
、
た
き
つ‐
の
。

（傍
線
の

字
が
五
代
に
な
く
名
所
抄
に
あ
る
も
の
）

マ̈』しフヽす』嘱っデれ一」一い燎〔一〔』̈
げヽ
「へつたす」ヽ
デめへし一な

お
き
へ
な
。

（傍
訓
が
名
所
抄
）

ほ
か
に

「
か
も
」
「
か
な
」
の
入
り
ま
じ
り
は
数
多
い
。

こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
筆
写
の
時
の
不
注
意
に
よ
る
、
①
誤
脱
、
②
添

加
、
③
誤
読
誤
写
と
も
思
え
る
ぐ
ら
い
で
、
と
も
か
く
、
両
者
の
関
係
は
近
く

ま
ず
同
訓
に
近
い
関
係
に
属
す
る
も
の
と
み
て
大
過
は
あ
る
ま
い
。

次
に
二
字
以
上
を
異
に
す
る
異
訓
の
七
十
八
首
は
、
な
か
に
は
例
外
的
に

秋
風

卜
ぎ
そ
し
ぬ
ら
し
（名
所
抄
）

あ
す
か
ヽ
は
も
ち
は
な
か
る
か
つ
ら
き
の
山
の
こ
の
葉
は
い
ま
か
ち
る
ら
し

（五
代
集
、
河
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゥン
フ
ム
イ
本

こ
ひ
し
き
な
ら
の
す
（名
所
抄
（

お
ほ
き
う
み
の
み
な
そ
こ
ふ
か
く
お
も
ひ
つ
ゝ
も
ひ
き
あ
ら
し
ヽ
わ
か
は
ら

の
さ
と
（五
代
集
、
里
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
集暉
ッ
か
ル
″
妙が
然

者
ワ
カ
バ
ラ
不
審

と
、
大
部
異

つ
た
訓
の
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
既
に
五
代
集
諸
本
間
に

異
同
ま
た
は
不
審
が
い
だ
か
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
、
他
は
ほ
と
ん
ど
が
次

の
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
（次
例
は

「海
」
の
初
め
四
首
を
拾
つ
た
も
の
で
、

原
文
と
傍
訓
片
仮
名
が
五
代
集
、
傍
訓
平
仮
名
が
名
所
抄
で
あ
る
。）

１
　
お
ほ
海
に
あ
か
く
れ
ふ
ち
そ
し
な
か
と
り
ゐ
な
の
ヽ
う
み
に
船
と
む
る

ま
て

（万
葉

一
一
八
九
）

２
　
す
る
か
の
う
み
を
し
へ
に
お
ふ
る
は
ま
つ
ゝ
ら
い
ま
し
を
た
の
み
は
ヽ

に
た
か
ひ
ぬ

（
三
三
五
九
）

３
　
あ
ゆ
の
か
せ
い
た
く
ふ
く
ら
し
な
こ
の
が
み
にの
つ
り
す
る
お
ふ
ね
こ
き

へ

か
く
る
み
ゆ

（四
〇

一
七
）

４
　
た
ら
し
ひ
め
み
舟
ま
ち
け
ん
ま
つ
ら
の
う
み
い
も
か
ま
つ
へ
き
つ
き
は

へ
に
つ
ゝ

（三
六
八
五
）

す
な
わ
ち
こ
れ
も
、
３
を
の
ぞ
い
て
他
に
こ
の
名
所
抄
の
よ
う
な
訓
を
も
つ
本

は
な
く
、
結
局
さ
き
の
小
異
の
場
合
と
同
様
に
、
不
注
意
に
よ
る
誤
読
誤
写
か

（
２
）
、
私
意
に
よ
る
書
き
換
え
か

（
１
、
３
、
４
）
、
と
も
か
く
五
代
集
に
拠

る
所
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
い
ま

一
つ

「江
」
に
属
す
る

異
訓
四
首
を
み
る
と
、
次
の
通
り
で
、

（原
文
が
五
代
集
、
傍
註
訓
が
名
所
抄

で
あ
る
。）

５
　
風
ふ
か
は
な
み
か
た
ち
む
と
ま
つ
ほ
と
に
つ
た
の
は
そ
江
に
う
ら
か
く

れ
ゐ
ぬ

（九
四
五
）

６
　
し
ら
ま
弓
ひ
た
の
は
そ
江
の
す
か
と
り
の
い
も
に
こ
ひ
め
や
ゐ
を
ね
か



ね
つ
る

（三
〇
九
八
）

■

　ヽ

　

　

　

　

　

　

　

て

７
　
か
つ
し
か
の
ま
ゝ
の
入
江
に
う
ち
な
ひ
く
た
ま
も
か
り
せ
ん
て
こ
な
し

そ
お
も
ふ

（四
三
三
）

８
　
あ
ち
の
す
む
す
さ
の
入
江
の
あ
ら
い
そ
ま
つ
わ
れ
を
ま
つ
こ
ろ
は
た
ヽ

ひ
と
り
の
み

（
二
七
五

一
）

こ
れ
も
他
本
に
こ
の
名
所
抄
の
よ
う
な
訓
は
な
に
、
さ
き
の

「海
」
の
場
合
と

同
様
に
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
い
ま

一
つ
こ
こ
で
参
考
と
な
る
も
の
は
、
名
所
抄
中
の
重
載
歌
を
み

る
と
、
次
の
よ
う
に
場
所
に
よ
つ
て
訓
を
異
に
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
た
ち
は
な
の
し
ま
の
み
や
に
は
あ
か
さ
る
は
　
）
き
た
の
お
か
へ
に
と
の
ゐ

れ
と

九́
大
太
）

し
」
妨
輸
大鈍
ハヽ
関
）

て
（嘉
蔵
本
）

尋
♯
礎
盤
が
日の他の場所）
う
ち
こ出
ヽ
測
が
は
か
さ
ぬ
ひ
の
し
ま
こき
か
く
る

た
な
ゝ
し
お
舟

（四
二
、
島
）

す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
訓
の
異
同
に
は
さ
ほ
ど
重
点
は
置
き
が
た
い
と
い
う
こ
と

を
も
物
語
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
こ
の
訓
の
異
同
も
、
か
え
っ
て
五
代
集
に
拠
る
所
か
ら

生
じ
た
も
の
と
み
ら
れ
こ
そ
す
れ
、
こ
れ
と
逆
の
場
に
お
い
て
生
じ
た
と
は
考

え
難
い
。
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
の
重
み
も
か
け
難
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

田
　
３
は
元
暦
万
葉

・
古
今
六
帖

ｏ
綺
語
抄

・
和
歌
童
蒙
抄

・
袖
中
抄

。
舟

九
冊
本
歌
枕
名
寄

。
青
葉
丹
花
抄

・
歌
林
良
材
集

・
宗
祗
抄
と
同
訓
で
あ

ス
υ
。

②
　
た
だ
６
と
８
と
は
、
升
九
冊
本
歌
枕
名
寄
と
同
訓
で
あ
る
。

占ハ

さ
て
最
後
に
一
つ
、
残
さ
れ
た
問
題
は
、
名
所
抄
の
拠
つ
た
も
の
を
ば
か
く

五
代
集
に
の
み
限
り
う
る
か
、
他
に
五
代
集
に
類
す
る
も
の
が
あ
つ
て
、
実
は

そ
れ
を
見
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
に
名
所
抄
の
み
で

五
代
集
に
み
え
な
い
歌
が
五
百
八
十
三
首
、
内
万
葉
歌
だ
け
で
も
八
十
三
首
も

あ
り
、　
一
応
こ
の
疑
い
を
い
だ
か
し
め
る
。

そ
こ
で
、
名
所
抄
に
先
行
す
る
五
代
集
以
外
の
名
所
歌
枕
関
係
の
本
を
調
べ

て
み
る
と
、
古
今
六
帖

（第
二
帖
）
、
能
因
歌
枕
、
夫
木
抄
、
歌
枕
名
寄
、　
そ

の
他
歌
論
書
で
は
奥
義
抄

（
二
十
五
所
名
）
、
和
歌
初
学
抄

（所
名
）
、
和
歌
色

葉
、
八
雲
御
抄

（
五
名
所
部
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
内
、
古
今
六
帖

。
能
因
歌
枕

・
夫
木
抄
は
、
名
所
抄
と
は
分
類
法
を
異

に
し
）
ま
た
歌
論
書
は
す
べ
て
山

・
峯
な
ど
の
目
別
と
、
こ
れ
に
属
す
る
地
名

と
の
み
で
歌
が
な
に
、
結
局
歌
枕
名
寄
だ
け
が
残
る
。
こ
れ
は
名
所
を
国
別
に

し
、
更
に
そ
れ
を
山

・
河

・
里
と
小
分
け
し
て
、
そ
れ
そ
れ
の
証
歌
を
あ
げ
た

も
の
で
、
名
所
抄
と
は
少
し
異
る
が
、
他
に
く
ら
べ
て
や
は
り
最
も
近
い
も
の

と
行
数
』

．
こ
の
歌
枕
名
寄
と
名
所
抄
と
の
関
係
を
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
万

葉
歌
を
手
掛
り
と
し
て
、
訓
の
異
同
か
ら
調
べ
て
み
よ
う
。
す
る
と

④
　
両
者
同
訓
は
百
十
四
首
、
少
異
は
八
十
三
首
、
異
訓
は
三
百
九
十
九
首

⑥
　
名
所
抄
に
あ
る
歌
で
歌
枕
名
寄
に
見
え
な
い
も
の
三
十
九
首

と
な
る
。
こ
の
内
④
を
五
代
集
と
名
所
抄
と
の
関
係
に
比
較
し
て
み
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
、
　
　
′
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一　
彰

五
九
六
　
首

明
ら
か
に
名
所
抄
は
、
歌
枕
名
寄
よ
り
も
五
代
集
に
近
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
な
お
、
歌
枕
名
寄

。
名
所
抄
の
共
通
万
葉
歌
は
五
百
九
十
六
首
に
及
び
、

五
代
集
の
そ
れ
の
倍
以
上
も
多
く
、　
一
見
両
者
は
い
か
に
も
関
係
深
げ
に
み
え

る
が
、
こ
れ
は
五
代
集
が
半
分
の
下
巻
し
か
現
存
し
な
い
こ
と
を
思
い
合
せ
れ

ば
、　
一
概
に
そ
う
と
は
き
め
難
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
⑥
を
五
代
集
に
く
ら
べ
て
み
る
と
、

一』
［
砕
寄 の に
一
¨
一
一
¨
］
¨
』
一
〔
も
＾
の
」
一
Ｖ
の
③
、
¨
「
¨
中
い
と
も

こ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
も
、
五
代
集
の
万
葉
歌
が
五
百
八
十

一
首
、
名
所
抄

の
そ
れ
が
約
そ
の
倍
の
千
三
百
八
首
あ
る
こ
と
に
思
い
を
い
た
す
時
、
す
な
わ

ち
、
被
所
拠
本
の
万
葉
歌
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
所
拠
本
の
方
で
は
、
そ
の

被
所
拠
本
に
な
く
て
こ
れ
に
あ
る
歌
は
、
そ
れ
と
反
比
例
し
て
減
少
す
る
は
ず

で
あ
る
の
に
、
右
の
通
り
で
、
五
代
集
の
万
葉
歌
は
歌
枕
名
寄
に
く
ら
べ
て
僅

か
に
半
分
で
あ
る
の
に
、
五
代
集
に
な
く
て
名
所
抄
に
あ
る
万
葉
歌
は
、
歌
枕

名
寄
に
な
く
て
名
所
抄
に
あ
る
も
の
よ
り
も
多
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
つ
て

十
数
首
も
少
く
、
―
―
比
率
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
数
は
三
十
九
首
の
倍
の
七
十

八
首
で
あ
つ
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
の
に
―
―
全
く
逆
の
数
字
を
示
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
事
実
も
、
名
所
抄
が
歌
枕
名
寄
に
拠
つ
た
と
み
る
よ
り
も
、

五
代
集
に
拠
つ
た
と
み
る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
万
葉
歌
の
み
に
つ
い
て
見
た
も
の
で
、
他
の
歌
は
ど

う
で
あ
る
か
わ
か
ら
ず
、
最
後
的
に
は
ま
だ
何
と
も
き
め
難
い
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
は
と
ま
れ
、
万
葉
歌
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
推
論
は
ま
ず
動
か
し
難

い
所
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

田
　
古
今
六
帖
は
、
山

・
田
・
野
と
分
け
、
さ
ら
に
山
を

「
や
ま

・
山
と
り

ｏ
さ
る
ｏ
し
か
…
」
と
分
け
て
あ
る
し
、
能
因
歌
枕
は
、
国
別
に
分
け
て

そ
の
な
か
に
山
も
川
も
森
も

一
諸
に
あ
げ
て
あ
る
。
夫
本
抄
は
、
こ
の
点

名
所
抄
に
最
も
近
い
が
、
海

。
島

。
江

ｏ
池
の
大
き
な
目
の
う
ち
に
歌
を

ら
列
す
る
だ
け
で
、
名
所
抄
の
よ
う
に
地
名
を
掲
げ
て
証
歌
を
示
す
と
い

う
や
り
方
で
は
な
い
。

②
　
奥
義
抄
、
和
歌
初
学
抄
、
和
歌
色
葉
、
八
雲
御
抄
の
内
、
和
歌
初
学
抄

と
和
歌
色
葉
と
は
全
く
同

一
の
内
容
で
、
他
は
地
名
の
と
り
あ
げ
方
も
相

違
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
の
機
会
に
発
表
し
た
く
思
っ

て
い
る
。

０
　
歌
枕
名
寄
は
沢
潟
博
士
蔵
本
を
底
本
と
し
、
天
理
図
書
館
本

（竹
柏
園

旧
蔵
本
）、
升
九
冊
木
板
本
で
校
合
し
た
も
の
を
つ
か
っ
た
。

四
　
歌
枕
名
寄
に
つ
い
て
は
、
名
所
抄
の
地
名
は
ま
ず
す
べ
て
入
っ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
の
で
、
五
代
集
の
よ
う
に

◎
（増
補
か
）
と
し
て
除
い
て
考

う
べ
き
も
の
は
な
い
。

七

以
上
、
く
だ
く
だ
と
申
し
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
勅
撰
名
所

以
下
二
六
頁
へ
続
く

九三

71%

三
九
九


